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体験 ・ 学習 

通年 

小学４～６年生 クラス～学年単位 

教室、体育館など 
時 期 

（季節） 
場 所 

・野生動物の生態や取り巻く環境について関心を持つ。 
・生態系や生物多様性の重要さについて知る。 

・地域の自然環境のために自分たちができることを考える。 

公益財団法人キープ協会の環境教育専従職員が各学校に赴き、学校や学区を取り
巻く自然環境について、写真や標本などを用いて解説する。また、地域が豊かな自
然に囲まれていることを再認識すると同時に、地域の生態系が直面している様々な
問題にも焦点を当てていく。 

道路や畑など人間が利用する場所と、野生動物の生息環境が重なっているため

に、食害やロードキルといった深刻な問題が起きている。この問題の現状を調べ、
問題解決に向けた実際の取り組みを知り、地域の一員として、自分たち一人ひとり
ができることを考えていく。 

選択性のクイズなどを通して、地域の自然への理解度や児童の関心度を把握いた
します。また参加型にすることで、児童の主体性を促していく。 

概 要 

ねらい 

対 象 人 数 
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その他（特記事項） 

持ち物 ・準備品 

参加者負担費用 

プログラム No.2 

実施団体 

無料 

・スクリーン１つ・プロジェクター１台・延長コード１本 
・クリップボード×人数分・水性ペン×人数分 

特になし 

公益財団法人キープ協会 環境教育事業部 
Tel  0551-48-3795  Fax  0551-48-3228 
Email  forester@keep.or.jp（代表） 

タイムスケジュール ６０分 

０分～ ５分  あいさつ、自己紹介 
 ５分～２０分  地域の自然のここが「いいね！」（写真や実物で解説） 

２０分～３５分  地域で起きている動物の被害は？ 
          例）シカ（シカの食害、森林や牧草地の被害） 
３５分～４５分  野生動物の問題（ロードキル） 
          ロードキルはなぜ起きる？ロードキルを防ぐには？ 
４５分～５５分  野生動物のためにできること 

          樹上性動物の通り道（アニマルパスウェイ）紹介 
５５分～６０分  まとめ 

所要時間 


